
横浜港情報公開システム グラフィック画面動作に必要なJAVAの設定方法について

１．初めに
　横浜港情報公開システムにおけるグラフィック画面については、JAVAアプレットを利用して動作します。

・入出港予定船情報照会画面
・上屋・荷さばき地使用許可申請情報照会画面

　この機能の利用に際し、ご利用の端末にJAVA（JavaRuntimeEnvironment）をセットアップする必要があります。

２．推奨動作環境（ブラウザ）について
　本システム利用におけるインターネットブラウザの推奨動作環境は次のとおりです。

・Internet Exploler 9.0
・Google Chrome

３．グラフィック画面が表示されない例（イメージ）
  上記２のインターネットブラウザのセキュリティ機能強化により、端末にJAVAのセットアップを行っていない場合に
はグラフィック画面の表示においてJAVAアプレットの実行が制限され、画面表示が行われなくなります。

※「上屋・荷さばき地使用申請情報照会」の実行時に表示されない例

　○InternetExplorerの場合
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　○GoogleCromeの場合
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４－１．JAVAのインストール手順について
　ご利用の端末にJAVA（JavaRuntimeEnvironment）をセットアップするため、まずはJAVAのダウンロードと
インストールを行います。

　○InternetExplorerの場合
JAVAのダウンロードサイト「http://java.com/ja/download」にアクセスします。

「無料Javaのダウンロード」をクリックします。

「同意して無料ダウンロードを開始」をクリックすると、ファイルのダウンロードのダイアログが表示されますので、
「実行」または「保存」をクリックしてダウンロードを実行してください。

（「保存」を選択された場合には、ダウンロード後に保存したファイルを実行（ダブルクリック）してください。）
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「インストール」をクリックするとインストールが開始されます。

JAVAのインストールが実行されます。
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ご利用の端末にすでにJAVAがインストール済みの場合には上のメッセージが表示されますので、「いいえ」を
クリックし、手順「４－２．JAVAのセットアップ手順（セキュリティ設定）について」に進みます。

インストールが完了すると、上のように表示されます。
以降は、画面の指示に従って、JAVAの動作確認を実施します。
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　○GoogleCromeの場合

「プラグインのインストール」をクリックすると、次のJAVAのダウンロードサイトの画面が表示されます。

「無料Javaのダウンロード」をクリックします。

「同意して無料ダウンロードを開始」をクリックすると、ファイルのダウンロードが実行されます。
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ダウンロードされたファイルをクリックすると、下記のメッセージボックスが表示されますので、「実行」を
クリックします。

以降は、InternetExplorerと同様の手順となります。
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４－２．JAVAのセットアップ手順（セキュリティ設定）について
　ご利用の端末にインストールされたJAVAについて、本システムのグラフィック画面実行時に動作するよう
セキュリティ設定の値を変更します。

「スタート」－「すべてのプログラム」からJavaの「Configure Java」をクリックし、次の「Javaコントロール・パネル」
を起動させます。（※画面イメージは、Javaのバージョンによって異なる場合があります）

「セキュリティ」タブを開きます。
「ブラウザでJavaコンテンツを有効にする」のチェックをONにします。

また、セキュリティ・レベルが「高」以上でも動作するよう、例外サイト・リストに本システムのURLを登録するため、
「サイト・リストの編集」をクリックします。
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「例外サイト・リスト」画面が表示されますので、「追加」をクリックします。

「場所」の入力欄に、本システムのURL「https://www.port.city.yokohama.lg.jp」を入力し
「追加」をクリックします。

入力した内容が反映されましたら、「OK」をクリックします。
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「例外サイト・リスト」欄に入力した内容が反映されていることを確認し、「OK」をクリックします。

以上でセットアップは完了です。
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